
① 東温市庁舎 
【既設太陽光設備】 

モジュール   145W×432 枚  62.64kW 

PCS   30kW×2 台  60kW 

2001 年の太陽光設置よりすでに 23 年が経過しているが、モジュールは現地調査時にも発電し

ており、利用可能です。パワーコンディショナについては老朽介しており、現地調査時にも停

止しているにもかかわらず、数カ月放置されていたと思われるため、パワーコンディショナの

取替と、遠隔監視装置の導入を推奨します。 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 11 日 
設置者: 東温市 
施設名: 1.東温市東温庁舎 
住 所: 東温市見奈良 530 番地 1  
電 話: 089-964-2001 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 6 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－ ０°）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）☑板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: □要（  ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池:  
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ  
機器４: 交流集電箱:□要・□不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: □液晶ﾓﾆﾀｰ  ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: □要・□不要 ・日射・気温計:□要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: □有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・□不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ  KVA× 台 ・３φ KVA× 台 
電力３:契約種別:□高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力:  KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱:  
電力６:構内柱: PAS  A、 ＶＣＴ □有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ:□有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・□無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・□無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:□有・☑無 

 



② 東温市立北吉井小学校 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 144 枚 

設置容量 62.64kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 2 台 

設置容量 50kW 

 

【発電シミュレーション】 

②東温市立北吉井小学校 2024/1/12

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 144枚

62.64 kW

安川 25ｋW ×2台  

50 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

3,697 4,316 6,139 7,037 7,943 6,402 7,535 7,646 5,792 5,041 3,660 3,248 5,705 68,456

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 28％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 27.7％となる。 

曜日別の余剰率をみると、土曜日・日曜日の余剰率が 50％を超えており、導入規模を半分程度

に落とすか、余剰電力をオフサイトで活用する方向を検討したい。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 

 

✔ ✔ 

✔ 

✔ 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】                                      
調査日: 2023 年 12 月 12 日 
設置者: 東温市 
施設名: 2.東温市立北吉井小学校 
住 所: 東温市志津川 131 番地  
電 話: 089-964-2119 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 ２階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－5.4°）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・☑塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（ 25ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池:435W×144 枚 62.64kW   
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25 kW×2 台 
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ  32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 玄関 ） 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr:地上 １φ 30KVA× 1 台 ・３φ 150KVA× 1 台 
             屋上  １φ 50KVA× 1 台 ・３φ 50KVA× 1 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 172 kW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: ヨコガワラ３ 
電力６:構内柱: PAS 200A、 ＶＣＴ ☑有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : ☑構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



③ 東温市立南吉井小学校 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 144 枚 

設置容量 62.64kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 2 台 

設置容量 50kW 

 

【発電シミュレーション】 

 

③東温市立南吉井小学校 2024/1/13

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 144枚

66.24 kW

安川 25ｋW ×2台  

50 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

3,697 4,316 6,139 7,037 7,943 6,402 7,535 7,646 5,792 5,041 3,660 3,248 5,705 68,456

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 

*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 25％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 22.9％となる。 

曜日別の余剰率をみると、土曜日・日曜日の余剰率が 50％を超えており、導入規模を半分程度

に落とすか、余剰電力をオフサイトで活用する方向を検討したい。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 

 

✔ 

✔ 

✔ ✔ 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】                                      
調査日: 2023 年 12 月 11 日 
設置者: 東温市 
施設名: 3.東温市立南吉井小学校 
住 所:  東温市田窪 1100 番地 
電 話: 089-964-3504 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 3 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－  °）・☑（南０°～左＋ 6 °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・☑ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（ 25ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池:435W×144 枚 62.64kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25 kW× 2 台   
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 玄関 ） 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（あり） 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 100 KVA× 1 台 ・３φ 75 KVA× 1 台, 150kVA× 1 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 206 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: ノダ 98 N5 
電力６:構内柱: PAS 200A、 ＶＣＴ □有・☑ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（キュービクル横） 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:□有・☑無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



④ 東温市立拝志小学校 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 72 枚 

設置容量 31.32kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 1 台 

設置容量 25kW 

 

【発電シミュレーション】 

 

④東温市立拝志小学校 2024/1/13

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 72枚

31.32 kW

安川 25ｋW ×1台  

25 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

1,848 2,157 3,070 3,518 3,969 3,200 3,767 3,822 2,895 2,518 1,830 1,622 2,851 34,215

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

PCS容量

月間発電量
(kWh)

月平均斜面日射量
（kWh/㎡・月）

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 34,215 ｋWh
太陽電池
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
※ 自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 

 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 32％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 19.4％となる。 

曜日別の余剰率をみると、平日については 10％程度であり、現在の電力使用量に一定適した設

置容量であると考えられる。 

 

 

 

 

 

✔ 

✔ ✔ 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 11 日 
設置者: 東温市 
施設名: 4.東温市立拝志小学校 
住 所: 東温市下林甲 1585 番地  
電 話: 089-964-2015 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 2 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－3.9°）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・☑塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（ 16 or 25ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池:435W×72 枚 31.32kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ  25 KW×1 台     
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 玄関 ） 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 30 KVA× 1 台 ・３φ 100 KVA× 2 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力:  80 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: ハイシ 153 N2 E2 
電力６:構内柱: PAS 20 A、 ＶＣＴ □有・☑ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（キュービクル横） 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: □有・☑無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑤ 東温市立上林小学校 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 72 枚 

設置容量 31.32kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 1 台 

設置容量 25kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑤東温市立上林小学校 2024/1/13

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 72枚

31.32 kW

安川 25ｋW ×1台  

25 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

1,848 2,157 3,070 3,518 3,969 3,200 3,767 3,822 2,895 2,518 1,830 1,622 2,851 34,215

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

PCS容量

月間発電量
(kWh)

月平均斜面日射量
（kWh/㎡・月）

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 34,215 ｋWh
太陽電池

太陽電池容量
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 

 

 
※ 自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 28％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

曜日別の余剰率をみると、土曜日・日曜日の余剰率が 60％を超えており、導入規模を半分程度

に落とすか、余剰電力をオフサイトで活用する方向を検討したい。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】                                      
調査日: 2023 年 12 月 11 日 
設置者: 東温市 
施設名: 5.東温市立上林小学校 
住 所: 東温市上林甲 2565 番地  
電 話: 089-964-3574 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 4 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－  °）・☑（南０°～左＋20.9°） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・☑塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（  25ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池:435W×72 枚 31.32kW   
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25kW × 1 台    
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（     ） 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 43 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（下駄箱上） 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 75 KVA× 1 台 ・３φ 100 KVA× 1 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 58 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: カミ ドヤマ N1 
電力６:構内柱: PAS 200 A、 ＶＣＴ □有・☑ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : ☑構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑥ 東温市立川上小学校 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 144 枚 

設置容量 62.64kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 2 台 

設置容量 50kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑥東温市立川上小学校 2024/1/12

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 144枚

62.64 kW

安川 25ｋW ×2台  

50 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

3,697 4,316 6,139 7,037 7,943 6,402 7,535 7,646 5,792 5,041 3,660 3,248 5,705 68,456

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 68,456 ｋWh
太陽電池

太陽電池容量

PCS

PCS容量

月間発電量
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 

 

 
※ 自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 

太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 31％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 30.4％となる。 

曜日別の余剰率をみると、土曜日・日曜日の余剰率が 50％を超えており、導入規模を半分程度

に落とすか、余剰電力をオフサイトで活用する方向を検討したい。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】                                      
調査日: 2023 年 12 月 12 日 
設置者: 東温市 
施設名: 6.東温市立川上小学校 
住 所: 東温市北方 2655 番地  
電 話: 089-966-2021 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 2 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－  °）・☑（南０°～左＋0.7°） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・☑塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（  25ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池: 435W×144 枚 62.64kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25 kW × 1 台    設置場所（ 
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 43 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 玄関 ） 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 75 KVA× 1 台 ・３φ 75KVA× 1 台 （設置場所:屋上） 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力:  169 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: ヤマノ ウチ 3 
電力６:構内柱: PAS 200A、 ＶＣＴ □有・☑ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（キュービクル横） 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑦ 東温市立東谷小学校 

【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 72 枚 

設置容量 31.32kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 1 台 

設置容量 25kW 

 

【発電シミュレーション】 

 

⑦東温市立東谷小学校 2024/1/12

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 72枚

31.32 kW

安川 25ｋW ×1台  

25 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

1,848 2,157 3,070 3,518 3,969 3,200 3,767 3,822 2,895 2,518 1,830 1,622 2,851 34,215

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 34,215 ｋWh
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 39％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、土曜日、日曜日に 60％以上となり、今後、土曜日、日曜日

については、余剰売電もしくはオフサイトによる他施設における活用を検討したい。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】                                      
調査日: 2023 年 12 月 13 日 
設置者: 東温市 
施設名: 7.東温市立東谷小学校 
住 所: 東温市則之内甲 334 番地  
電 話: 089-960-6711 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 2 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－34.9°）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: ☑基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・☑ｼｰﾄ・□塗膜・その他（うきあり） 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（ 16ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池:435W×72 枚 31.32kW   
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25kW × 1 台    設置場所（ 
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 玄関 ） 
機器６: 計測装置: □有・□無 ・日射・気温計:□有・□無      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□有・□無 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 50 KVA× 1 台 ・３φ 100 KVA× 1 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 56 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: オンダ 77 
電力６:構内柱: PAS 200 A、 ＶＣＴ ☑有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : ☑構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑧ 東温市立西谷小学校 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 72 枚 

設置容量 31.32kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 1 台 

設置容量 25kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑧東温市立西谷小学校 2024/1/13

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 72枚

31.32 kW

安川 25ｋW ×1台  

25 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

1,848 2,157 3,070 3,518 3,969 3,200 3,767 3,822 2,895 2,518 1,830 1,622 2,851 34,215

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 34,215 ｋWh
太陽電池

太陽電池容量
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月間発電量
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月平均斜面日射量
（kWh/㎡・月）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別推定発電シミュレーショングラフ

月間発電量

(kWh)
月平均斜面日射量

（kWh/㎡・月）

 
 



【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 30％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、土曜日、日曜日に 50％超となり、今後、土曜日、日曜日に

ついては、余剰売電もしくはオフサイトによる他施設における活用を検討したい。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 13 日 
設置者: 東温市 
施設名: 8.東温市立西谷小学校 
住 所: 東温市則之内乙 835 番地  
電 話: 089-960-6411 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 3 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－  °）・☑（南０°～左＋7.4°） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・☑ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（  25ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池:435W×72 枚 31.32kW   
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25KW × 1 台   
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 玄関 ） 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 地上 Tr: １φ ２KVA× 1 台 ・３φ 100KVA× 1 台 
       屋上 Tr: １φ 30KVA× 1 台 ・３φ 30KVA× 1 台        
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 82KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: イウチ 59 
電力６:構内柱: PAS 200A、 ＶＣＴ ☑有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（キュービクル横） 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・□無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑨ 東温市立重信中学校 

【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 144 枚 

設置容量 62.64kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 2 台 

設置容量 50kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑨東温市立重信中学校 2024/1/13

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 144枚

62.64 kW

安川 25ｋW ×2台  

50 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

3,697 4,316 6,139 7,037 7,943 6,402 7,535 7,646 5,792 5,041 3,660 3,248 5,705 68,456

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 68,456 ｋWh
太陽電池
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 

*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 

 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 23％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 19.2％となる。 

曜日別の余剰率をみると、平日については 10％以下であり、現在の電力使用量に一定適した設

置容量であると考えられる。日曜日の余剰率が 48％と高く、余剰電力をオフサイトで活用する

方向を検討したい。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 12 日 
設置者: 東温市 
施設名: 9.東温市立重信中学校 
住 所: 東温市志津川 991 番地  
電 話: 089-964-2007 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 3 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－ 11.0°）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・☑塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（  25ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池:435W×144 枚 62.64kW  
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25 kW × 1 台    
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ  52 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（※既設ﾓﾆﾀ-46 ｲﾝﾁ対面） 
機器６: 計測装置: □要・☑不要 ・日射・気温計:□要・☑不要 （ ※既存設備あり ） 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 100 KVA× 2 台 ・３φ 200 KVA× 2 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 178ｋW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: ミナラ 13 Ｎ１ 
電力６:構内柱: PAS 200 A、 ＶＣＴ □有・☑ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（キュービクル横） 
電力８:ELCB 取付ＳＰ:☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:□有・☑無 

（※ 20ｋW 既設太陽光 余剰売電あり） 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑩ 東温市立川内中学校 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 144 枚 

設置容量 62.64kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 2 台 

設置容量 50kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑩東温市立川内中学校 2024/1/13

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 144枚

62.64 kW

安川 25ｋW ×2台  

50 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

3,697 4,316 6,139 7,037 7,943 6,402 7,535 7,646 5,792 5,041 3,660 3,248 5,705 68,456

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 68,456 ｋWh
太陽電池
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 26％を再エネで賄える結果と

なった。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 26％となる。 

曜日別の余剰率をみると、土曜日・日曜日の余剰率が 50％程度になっており、導入規模を半分

程度に落とすか、余剰電力をオフサイトで活用する方向を検討したい。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】  
調査日: 2023 年 12 月 13 日 
設置者: 東温市 
施設名: 10.東温市立川内中学校 
住 所: 東温市南方 467 番地 1  
電 話: 089-966-2031 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 3 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: □陸屋根・☑傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－  °）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    ☑瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（ 25ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池: 435W×144 枚 62.64kW  
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25kW × 1 台   
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 52 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 玄関 ） 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 50 KVA× 1 台 ・３φ 75 KVA× 1 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 178 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: カワカミ ミナミ 24 
電力６:構内柱: PAS 200A、 ＶＣＴ □有・☑ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（キュービクル横） 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:□有・☑無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑪ 東温市よしいのこども館 

【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 62 枚 

設置容量 26.97kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 1 台 

設置容量 25kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑪東温市よしいのこども館 2024/1/14

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 62枚

26.97 kW

安川 25ｋW ×1台  

25 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

1,593 1,858 2,643 3,029 3,418 2,755 3,242 3,290 2,492 2,169 1,575 1,397 2,455 29,460

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

PCS容量

月間発電量
(kWh)

月平均斜面日射量
（kWh/㎡・月）

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 29,460 ｋWh
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太陽電池容量

PCS

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月別推定発電シミュレーショングラフ

月間発電量

(kWh)
月平均斜面日射量

（kWh/㎡・月）

 



【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 35％を再エネで賄える結果と

なった。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 30％となる。 

曜日別の余剰率をみると、休館日である火曜日の余剰率が 50％を超えるが、施設も新しく、指

定避難場所となっていることから、EV 充電器・蓄電池の導入等で余剰電力を使いきる検討を行

うことも可能であると考えられる。 

なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 11 日 
設置者: 東温市 
施設名: 11.東温市よしいのこども館 
住 所: 東温市田窪 1071 番地 10  
電 話: 089-955-2026 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 1 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: □陸屋根・☑傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－ ０°）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）☑板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   ☑ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（ 16ｔ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池: 435W×62 枚 26.97kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25 kW × 1 台 
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ  32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: □要・☑不要 ・日射・気温計:□要・☑不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 75 KVA× 1 台 ・３φ 100 KVA× 1 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 52 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: ノダ 97 
電力６:構内柱: PAS 200 A、 ＶＣＴ □有・☑ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : ☑構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:□有・☑無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】  
調査日:   年   月   日 
設置者: 東温市 
施設名: 12.東温市川内公民館 
住 所: 東温市南方 264 番地  
電 話: 089-966-4721 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋   階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: □陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－  °）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: □無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: □要（   ｔ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池:   KW      KW（  ｍ× ｍ）×    
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ   KW×    設置場所（ 
機器４: 交流集電箱:□有・□無  設置場所（ 
機器５: 表示装置: □液晶ﾓﾆﾀｰ   ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: □有・□無 ・日射・気温計:□有・□無      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: □有・□無  
機器８: 蓄電池:□有・□無 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ  KVA×  台 ・３φ  KVA×  台 
電力３:契約種別: □高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力:   KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱:  
電力６:構内柱: PAS  A、 ＶＣＴ □有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: □有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・□無   取付ＳＰ:□有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・□無、（ 
電力 11:連系制限:□有・□無     逆潮流:□有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 
 
 



⑬ 川内健康センター 

【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 72 枚 

設置容量 31.32kW 

パワコン 

メーカー GS ユアサ 

型番 LBSK-10-S3C 

台数 2 台 

設置容量 20kW 

 

【発電シミュレーション】 

 



【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

★設置予定容量　

   パネル：リープトン435W×72枚(31 .32kW)　パワコン：GSユアサ10ｋW×2台(20kW)   

曜日 使用電力量(kWh） 想定発電量（kWh）
太陽光自家

消費量(kWh)
余剰(kWh) 余剰率 余剰コマ数 太陽光で賄う比率 自家消費率

日 4,048 5,176 1,469 3,706 72% 439 36% 28%
月 7,086 4,602 3,028 1,574 34.2% 251 43% 66%
火 7,983 4,842 3,597 1,245 25.7% 236 45% 74%
水 6,884 4,681 3,242 1,439 30.7% 264 47% 69%
木 6,786 4,456 3,046 1,411 31.7% 274 45% 68%
金 7,238 5,185 3,568 1,617 31.2% 296 49% 69%
土 3,423 4,963 1,262 3,701 74.6% 463 37% 25%

合計 43,448 33,905 19,211 14,693 43.3% 2,223 44% 57%

月 使用電力量(kWh） 想定発電量(kWh)
太陽光自家

消費(kWh)
余剰(kWh) 余剰率 余剰コマ数 太陽光で賄う比率 自家消費率

1月 4,238 1,848 1,329 520 28.1% 91 31% 72%
2月 4,284 2,157 1,591 566 26.2% 84 37% 74%
3月 3,118 3,060 1,603 1,457 47.6% 216 51% 52%
4月 2,389 3,453 1,311 2,142 62.0% 261 55% 38%
5月 2,443 3,870 1,364 2,507 64.8% 294 56% 35%
6月 3,070 3,161 1,889 1,272 40.2% 249 62% 60%
7月 3,781 3,706 1,866 1,840 49.7% 251 49% 50%
8月 3,864 3,795 2,315 1,480 39.0% 246 60% 61%
9月 3,848 2,887 1,834 1,053 36.5% 196 48% 64%
10月 3,306 2,518 1,490 1,028 40.8% 168 45% 59%
11月 3,591 1,830 1,282 548 29.9% 111 36% 70%
12月 5,516 1,622 1,339 283 17.5% 56 24% 83%
合計 43,448 33,905 19,211 14,693 43.3% 2,223 44% 57%  

 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 44％を再エネで賄える結果と

なった。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 43.3％となる。 

曜日別の余剰率をみると、日曜日の余剰率が 70％程度となっており、余剰電力をオフサイトで

活用する方向を検討したい。 
なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 
 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 12 日 
設置者: 東温市 
施設名: 13.東温市川内健康センター 
住 所: 東温市南方 262 番地  
電 話: 089-966-2191 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:□自家消費  ☑余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 2 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－  °）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・☑ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（  25ｔ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池:435W×72 枚 31.32kW    
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ  10.0KW×2 台  
機器４: 交流集電箱:□有・☑無  設置場所（ 
機器５: 表示装置: □液晶ﾓﾆﾀｰ   ｲﾝﾁ ・☑無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: ☑有・□無 ・日射・気温計:☑有・□無    設置場所（あり） 
機器７: Wi-Fi 環境: □有・☑無  
機器８: 蓄電池:□有・☑無 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:四国電気保安協会愛媛支部  西岡巧真 

電話:089-943-3751 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 75 KVA× 1 台 ・３φ  KVA×  台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 44 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: カワウチ 48 S4 
電力６:構内柱: PAS 200 A、 ＶＣＴ □有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（キュービクル横） 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日:   年   月   日 
設置者: 東温市 
施設名: 14.東温市ふるさと交流館 さくらの湯 
住 所: 東温市北方甲 2081 番地 1  
電 話: 089-960-6511 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋   階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: □陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－  °）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: □無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: □要（   ｔ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池:   KW      KW（  ｍ× ｍ）×    
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ   KW×    設置場所（ 
機器４: 交流集電箱:□有・□無  設置場所（ 
機器５: 表示装置: □液晶ﾓﾆﾀｰ   ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: □有・□無 ・日射・気温計:□有・□無      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: □有・□無  
機器８: 蓄電池:□有・□無 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ  KVA×  台 ・３φ  KVA×  台 
電力３:契約種別: □高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力:   KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱:  
電力６:構内柱: PAS  A、 ＶＣＴ □有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: □有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・□無   取付ＳＰ:□有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・□無、（ 
電力 11:連系制限:□有・□無     逆潮流:□有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑮ 東温市立南吉井保育所 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 72 枚 

設置容量 31.32kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 1 台 

設置容量 25kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑮東温市立南吉井保育所 2024/1/12

松山 メッシュ: 73166

リープトン  435W × 72枚

31.32 kW

安川 25ｋW ×1台  

25 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

1,848 2,157 3,070 3,518 3,969 3,200 3,767 3,822 2,895 2,518 1,830 1,622 2,851 34,215

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

PCS容量

月間発電量
(kWh)

月平均斜面日射量
（kWh/㎡・月）

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 34,215 ｋWh
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 39％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 46.3％と半分が余剰となる。 

四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書」では「連系可」であるため、余剰売電を活

用した導入を検討したい。 

 

 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 11 日 
設置者: 東温市 
施設名: 15.東温市立南吉井保育所 
住 所: 東温市田窪 1147 番地 1  
電 話: 089-964-2295 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 1 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: □陸屋根・☑傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－4.5°）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    ☑瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（ 16ｔ）搬入ルート（ あり ） 
機器１: 太陽電池:435W×72 枚 31.32kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25 kW × 1 台    
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 玄関 ） 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ  KVA×  台 ・３φ  KVA×  台 
電力３:契約種別: □高圧（業務用電力）・☑低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 43.0 KW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: ノダ 98 N6 
電力６:構内柱: PAS  A、 ＶＣＴ □有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: □有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・□無   取付ＳＰ:□有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・□無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:□有・☑無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑯ 東温市立川内保育園 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 72 枚 

設置容量 31.32kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-P3A-25kW 

台数 1 台 

設置容量 25kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑯東温市立川内保育園 2024/1/14

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 72枚

31.32 kW

安川 25ｋW ×1台  

25 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

1,848 2,157 3,070 3,518 3,969 3,200 3,767 3,822 2,895 2,518 1,830 1,622 2,851 34,215

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 34,215 ｋWh
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量の 27％を太陽光発電で賄えると

思われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、年間を通して 25.1％となる。 

曜日別の余剰率をみると、日曜日の余剰率が 80％程度となっており、余剰電力をオフサイトで

活用する方向を検討したい。 
なお、四国電力送配電からの「事前相談に対する回答書（高圧）」では「連系可」である。 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 13 日 
設置者: 東温市 
施設名: 16.東温市立川内保育園 
住 所: 東温市南方 279 番地  
電 話: 089-966-2288 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 1 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: □陸屋根・☑傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－2.27  °）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）☑板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   ☑ハゼ式（ボルト折半） ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（ 16ｔ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池: 435W×72 枚 31.32kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 25kW × 1 台    設置場所（ 
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ  32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ 50KVA× 1 台 ・３φ 75KVA× 1 台 
電力３:契約種別: ☑高圧（業務用電力）・□低圧（□単相・□三相）  
電力４:契約電力: 72 kW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: カワカミ 289 
電力６:構内柱: PAS 200A、 ＶＣＴ ☑有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : ☑構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・□その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: ☑有・□無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:☑有・□無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑰ 東温市立北吉井幼稚園 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 30 枚 

設置容量 13.05kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-PHA29P2B  

台数 1 台 

設置容量 9.9kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑰東温市立北吉井幼稚園 2024/1/12

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 30枚

13.05 kW

安川 9.9ｋW ×1台  

9.9 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

752 879 1,250 1,435 1,622 1,308 1,539 1,560 1,184 1,030 747 661 1,164 13,965

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

PCS容量

月間発電量
(kWh)

月平均斜面日射量
（kWh/㎡・月）

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 13,965 ｋWh
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月平均斜面日射量

（kWh/㎡・月）

 



【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量 29％を太陽光発電で賄えると思

われる。 

余剰率に関しては、使用量が非常に少ない為、最小限の太陽光設備を設置しても 50.3%の余剰

が発生する。余剰電力を FIT 売電する方向で検討したい。 

 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 12 日 
設置者: 東温市 
施設名: 17.東温市立北吉井幼稚園 
住 所: 東温市樋口甲 1400 番地  
電 話: 089-964-5952 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 1 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  ☑（南０°～右－9.22°）・□（南０°～左＋  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・☑塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（  16ｔ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池: 435W × 30 枚 13.05kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 9.9 kW × 1 台    
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ  32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ  KVA×  台 ・３φ  KVA×  台 
電力３:契約種別: □高圧（業務用電力）・☑低圧（☑単相・☑三相）  
電力４:契約電力: 49 kW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: カワカミキタ 5 N2 W1 
電力６:構内柱: PAS  A、 ＶＣＴ □有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（ 建屋壁 ） 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: □有・☑無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:□有・☑無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑱ 東温市立重信幼稚園 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 30 枚 

設置容量 13.05kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-PHA29P2B  

台数 1 台 

設置容量 9.9kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑱東温市立重信幼稚園 2024/1/14

松山 メッシュ: 73166

LONGI  435W × 30枚

13.05 kW

安川 9.9ｋW ×1台  

9.9 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

752 879 1,250 1,435 1,622 1,308 1,539 1,560 1,184 1,030 747 661 1,164 13,965

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 13,965 ｋWh
太陽電池

太陽電池容量
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 
 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量 33％を太陽光発電で賄えると思

われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、使用量が非常に少ないため、年間を通して 59.7％となる。 

余剰電力を FIT 売電する方向で検討したい。 

 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 12 日 
設置者: 東温市 
施設名: 18.東温市立重信幼稚園 
住 所: 東温市田窪 1108 番地 1  
電 話: 089-964-3092 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 2 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－  °）・☑（南０°～左＋7.8  °） 
取付４: 日射障害: ☑無・□有（損失  ％）（      
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・□ｼｰﾄ・☑塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（  16ｔ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池: 435W × 30 枚 13.05kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 9.9 kW × 1 台    設置場所（ 
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ  KVA×  台 ・３φ  KVA×  台 
電力３:契約種別: □高圧（業務用電力）・☑低圧（☑単相・☑三相）  
電力４:契約電力: 42 kW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: ノダ 92 
電力６:構内柱: PAS  A、 ＶＣＴ □有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: □有・☑無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:□有・☑無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:□有・☑無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 



⑲ 東温市立川上幼稚園 
【太陽光設備】 

モジュール 

メーカー LONGI（1722*1134*30）20.8kg 

型番 LR5-574HTH-435W（435W） 

枚数 30 枚 

設置容量 13.05kW 

パワコン 

メーカー 安川 

型番 CEPT-PHA29P2B  

台数 1 台 

設置容量 9.9kW 

 

【発電シミュレーション】 

⑲東温市立川上幼稚園 2024/1/12

松山 メッシュ: 73166

リープトン  435W × 30枚

13.05 kW

安川 9.9ｋW ×1台  

9.9 kW

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均 年間合計

752 879 1,250 1,435 1,622 1,308 1,539 1,560 1,184 1,030 747 661 1,164 13,965

74.1 86.9 124.7 145.3 165.8 135.1 161.5 164.8 123.2 105.4 75.3 65.8

【参考】

補正係数の考え方

KP＝KHD*KPD*KPA*KPM*KPT

KHD 日射量年間変動補正係数 0.97

KPD 経時変化補正係数 0.95

KPM 負荷整合補正係数 0.94

KPA アレイ回路補正係数 0.97

KPT 温度係数 1+α*（TCR-25）

α 最大出力温度係数（結晶シリコン系） -0.29

TCR 推定モジュール温度

平均気温+21.5℃（加重平均太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ温度上昇）

『JIS C8907:2005太陽光発電システム発電電力量推定方法』参照

PCS容量

月間発電量
(kWh)

月平均斜面日射量
（kWh/㎡・月）

月別推定発電シミュレーション

発電量地域

年間発電量 13,965 ｋWh
太陽電池
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【電力使用量に対する適正規模の検討】 

 
 

 
*自家消費率…太陽光自家消費量÷想定発電量 



【検討結果】 

 

 
太陽光発電システムを設置することにより、現状の電気使用量 36％を太陽光発電で賄えると思

われる。 

余剰率（100％-自家消費率）は、使用量が非常に少ないため、年間を通して 62.2％となる。 

余剰電力を FIT 売電する方向で検討したい。 

 

 

 



【公共施設自立・分散型エネルギー設備等導入可能性調査業務 事前調査表】 
調査日: 2023 年 12 月 12 日 
設置者: 東温市 
施設名: 19.東温市立川上幼稚園 
住 所: 東温市北方 2655 番地 
電 話: 089-966-3755 
環境１: ☑市街地・□山岳地帯（標高 1000 以上）標高   ｍ 
環境２: □海岸 海より   ｍ 
事業種別:☑自家消費  □余剰売電  □ＰＰＡ事業   
 
取付１: 建屋 1 階建 ・RFLGL＋   ｍ ・棟名（ 
取付２: ☑陸屋根・□傾斜屋根（             ）・□地上（平地・法面） 
取付３: 方位:  □（南０°～右－  °）・☑（南０°～左＋9.0 °） 
取付４: 日射障害: □無・☑有（損失  ％）（ 木 ）     
取付５: □基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ、 防水:□ｱｽﾌｧﾙﾄ・☑ｼｰﾄ・□塗膜・その他（ 
取付６: 屋根材:    □瓦（和・ｽﾚｰﾄ・平板・    ）□板金・□ｶﾗｰﾍﾞｽﾄ 
取付７: 折板金具:   □ハゼ式 ・□重ね式 
取付８: 荷揚クレーン: ☑要（  16ｔ）搬入ルート（  
機器１: 太陽電池: 435W × 30 枚 13.05 kW 
機器３: ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ 9.9 kW × 1 台  
機器４: 交流集電箱:□要・☑不要  設置場所（ 
機器５: 表示装置: ☑液晶ﾓﾆﾀｰ 32 ｲﾝﾁ ・□無  設置場所（ 
機器６: 計測装置: ☑要・□不要 ・日射・気温計:☑要・□不要      設置場所（ 
機器７: Wi-Fi 環境: ☑有・□無  
機器８: 蓄電池:□要・☑不要 設置場所（ 
機器９: その他: 
電力１:主任技術者氏名:            電話: 
         住所:                
電力２:既設 Tr: １φ  KVA×  台 ・３φ  KVA×  台 
電力３:契約種別: □高圧（業務用電力）・☑低圧（☑単相・☑三相）  
電力４:契約電力: 43.0 kW（請求書 or 検針票のｺﾋﾟｰ）   
電力５:電力柱: カワカミ 260 
電力６:構内柱: PAS  A、 ＶＣＴ □有・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内 
電力７:買 WHM : □構内柱付・□ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ内・☑その他（ 
電力８:ELCB 取付ＳＰ: □有・☑無 （   A）     
電力９:RPR･OVGR･ZPD: □有・☑無   取付ＳＰ:□有・☑無   
電力 10:ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ箱体増築: □有・☑無、（ 
電力 11:連系制限:□有・☑無     逆潮流:☑有・□無 
【写真】○正門、○建屋全体、○電力柱、○構内柱 PAS･VCT･WHM、○ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ全体･盤内･単
線図 
   機器取付場所:○電池、○接続箱、○ﾊﾟﾜｺﾝ、○表示装置、○計測装置、○荷揚･搬入場所 


